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・、一一・・一一一一一̈は

事
業
指
定
申
請
時
は
約
七

千
六
百
億
円
だ

っ
た
六
ケ
所

再
処
理
工
場
の
建
設
費
が
約

二
兆

一
千
九
百
億
円
に
膨
張

し
た
要
因
に
つ
い
て
、
元

・

日
本
原
子
力
産
業
会
議
副
会

長
の
森

一
久
氏
公
Ｑ
が
本
紙

取
材
に
対
し
、
硝
酸
の
取
り

扱
い
経
験
が
豊
富
な
総
合
化

学
メ
ー
カ
Ｉ
Ｓ
社
な
ど
三
社

で
つ
く
る
予
定
だ
っ
た
合
弁

会
社

へ
の

一
括
発
注
方
式

が
、
化
学
分
野
の
経
験
が
浅

い
原
子
炉
メ
ー
カ
ー
な
ど
五

社
へ
の
分
割
発
注
方
式
に
急

き
ょ
変
更
さ
れ
、
結
果
的
に

建
設
費
の
高
騰
に
つ
な
が

っ

た
、
と
証
言
し
た
。

森
氏
に
よ
る
と
、
日
本
原

燃
サ
ー
ビ
ス

（日
本
原
燃
の

前
身
）
は
当
初
、
Ｓ
社
と
エ

ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
会
社
の
Ｎ

社
、
仏
サ
ン
ゴ
バ
ン
の
３
社

で
設
立
予
定
の
合
弁
会
社
に

六
ケ
所
再
処
理
工
場
の
設
計

・
建
設
を

一
括
発
注
す
る
方

針
だ
っ
た
。
サ
ン
ゴ
バ
ン
は

仏
ラ

・
ア
ド
グ
再
処
理
工
場

や
東
海
再
処
理
工
場
を
設
計

¨
建
設
し
た
実
績
を
持
つ
。

と
こ
ろ
が
、
Ｎ
社
幹
部
が

「
日
本
原
燃
サ
ー
ビ
ス
は
東

京
電
力
の
子
会
社
の
よ
う
な

も
の
だ
か
ら
、
東
京
電
力
を

抑
え
れ
ば
大
丈
夫
」
「東
京

電
カ
ト
ッ
プ
が
い
い
と
言
っ

て
い
る
か
ら
、
決
ま

っ
た
も

同
然
だ
」
な
ど
と
吹
聴
し
た

こ
と
に
日
本
原
燃
サ
ー
ビ
ス

こ
と
を
決
め
た
と
い
う
。

森
氏
は

「
日
本
原
燃
サ
「

ビ
ス
の
小
林
健

二
郎
さ
ん

（副
社
長
、
社
長
を
歴
任
）

と
私
と
で
Ｓ
社
の
硝
酸
工
場

ま
で
視
察
に
行
き
、
合
弁
会

社
に
任
せ
る
こ
と
が
固
ま
っ

て
い
た
が
、
つ
ま
ら
な
い
こ

と
で
変
更
さ
れ
た
。
最
初
の

幹
部
に
よ
る
と
、
原
子
炉
メ

「
カ
ー
は
受
注
後
に
技
術
者

を
仏
で
の
研
修
に
派
遣
し
た

た
め
、
こ
れ
ら
の
費
用
も
建

設
費
に
上
乗
せ
さ
れ
た
と
い

う
。
元
幹
部
は

「
メ
ー
カ
ー

は
詳
細
設
計
を
固
め
た
後
で

な
け
れ
ば
金
額
の
見
積
も
り

の
Ｏ
会
長
が
激
怒
。
「会
長

の
私
が
知
ら
な
い
の
に
…
。

全
部
や
め
だ
」
と
構
想
を
自

紙
撤
回
し
、
別
の
大
手
メ
ー

カ
ー
五
社
に
分
割
発
注
す
る

方
針
通
り
再
処
理
工
場
を
建

設
し
て
い
れ
ば
（
今
の
よ
う

な
だ
ら
し
な
い
こ
と

（貯
蔵

プ
ー
ル
水
漏
れ
な
ど
）
に
も

な
ら
な
か
っ
た
」
と
悔
や
む
。

ま
た
、
六
ケ
所
再
処
理
事

業
に
詳
し
い
元

。
東
京
電
力

が
で
き
ず
、
価
格
交
渉
で
は

極
め
て
高
い
価
格
で
折
り
合

わ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
」
と

証
言
す
る
。　
一
方
、
日
本
原

燃
は
建
設
費
の
高
騰
に
つ
い

て

「地
震
や
航
空
機
事
故
な

ど
の
安
全
対
策
を
追
加
し
た

た
め
」
と
説
明
し
て
い
る
。
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元
燒
産
会
醸
副
会
長
が
証
言


